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【ＦＩ】
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   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月22日(2011.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶ディスプレイ用補償フィルムの正の複屈折を制御する方法であって：
　（ａ）制御された負セグメントの複屈折を有するポリマーを選択すること、
　（該ポリマーが、ポリマー骨格、及び少なくとも１つの共有結合を介して該ポリマー骨
格に直接結合した光安定性の光学的異方性サブユニット（ＯＡＳＵ）、を有するポリマー
セグメントを含み；
　該ポリマーの該負セグメントの複屈折が、Ｒ／Ｄ＞約２．７となるようにＯＡＳＵを選
択することによって制御され、Ｒは、該少なくとも１つの共有結合のベクトル和の方向に
直角方向のＯＡＳＵの最大寸法を表し、Ｄは、２つの隣り合ったＯＡＳＵの結合点間の該
ポリマー骨格に沿った距離を表し、
　該ＯＡＳＵの選択が該ポリマー骨格の剛直性及び長距離の直鎖らせん形状に影響して、
該ＯＡＳＵの平均配向が該ポリマー骨格に直角となり、該ＯＡＳＵの垂直度が高いほど該
ポリマーセグメントの該負セグメントの複屈折の値が大きくなる）；並びに
　（ｂ）基板上への溶液流延、一軸延伸加工、二軸延伸加工、またはそれらの組み合わせ
によって、制御された負セグメントの複屈折（Δｎs）を有する該ポリマーを加工するこ
と、
　（該ポリマーが負セグメントの秩序パラメーター（Ｏs）を有し、且つ該ポリマーフィ
ルムが関係式Δｎ＝Δｎs×Ｏs＞０を満たす正の複屈折（Δｎ）を有する）
　を含む、液晶ディスプレイ用補償フィルムの正の複屈折の制御方法。
【請求項２】
　該ポリマーが部分構造：
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【化１】

　（式中、Ｒ1、Ｒ2、及びＲ3がそれぞれ独立して水素原子、アルキル基、置換アルキル
基、またはハロゲンであり、ＯＡＳＵがディスク状基またはメソゲンであり、ＯＡＳＵは
単共有結合または２つの共有結合を介して該ポリマー骨格に結合する）
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　該補償フィルムが、熱処理、光照射または延伸加工を施さないで溶媒蒸発後に、面外異
方性配列を形成することができ、４００ｎｍ＜λ＜８００ｎｍの波長範囲にわたって０．
００２よりも大きい正の複屈折を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　該補償フィルムが、熱処理、光照射または延伸加工を施さないで溶媒蒸発後に、面外異
方性配列を形成することができ、４００ｎｍ＜λ＜８００ｎｍの波長範囲にわたって０．
００５よりも大きい正の複屈折を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　該ＯＡＳＵがディスクであり、該ディスクが置換基を有するかまたは有さない少なくと
も２つの環を有する縮合環構造を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　該ディスクが次の構造：
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【化２】

　からなる群から選択され、該ディスクがベンゼン環上の炭素原子またはイミド若しくは
ラクタム基上の窒素原子を介してポリマー骨格に結合される、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　該ＯＡＳＵがロッド状メソゲンであり、該メソゲンが次の構造：
　Ｒ1－（Ａ1－Ｚ1）m－Ａ2－（Ｚ2－Ａ3）n－Ｒ2

　（式中、Ａ1、Ａ2及びＡ3がそれぞれ独立して、芳香族または脂環式の環であり、該環
は全炭素または複素環であり、該環は非置換の環、またはハロゲン、シアノ若しくはニト
ロ基、若しくは１～８個の炭素原子を有するアルキル、アルコキシ若しくはアルカノイル
基でモノ－若しくはポリ－置換された環であり；
　Ｚ1、Ｚ2、及びＺ3がそれぞれ独立して－ＣＯＯ－、－ＯＯＣ－、－ＣＯ－、－ＣＯＮ
Ｈ－、－ＮＨＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ＝Ｎ－、－Ｎ＝ＣＨ－、－Ｎ
＝Ｎ－、－Ｏ－、－Ｓ－または単結合であり；
　Ｒ1及びＲ2がそれぞれ独立してハロゲン、シアノ、ニトロ、若しくは１～２５個の炭素
原子を有するアルキル、アルコキシ若しくはアルカノイル基、または上記で規定された（
Ｚ2－Ａ3）であり；
　ｍが０、１または２であり；並びに
　ｎが１または２である）
　を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　該メソゲンが次の構造：
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【化３】
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【化４】

　からなる群から選択され、該メソゲンが、ベンゼン環上の炭素原子を介して該ポリマー
骨格に結合する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　液晶ディスプレイ用補償フィルムの正の複屈折を制御する方法であって：
　（ａ）制御された負セグメントの複屈折を有する共重合体を選択すること、
　［該共重合体が部分構造：
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【化５】

　（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ7がそれぞれ独立して水素原子、アルキル基、
置換アルキル基またはハロゲンであり；Ｒ6が基であり、Ｒ6が水素原子、アルキル、置換
アルキル、ハロゲン、エステル、アミド、ケトン、エーテル、シアノ、フェニル、エポキ
シ、ウレタン、ウレア、またはエチレン系不飽和モノマーの残部の骨格に直接結合した光
学的異方性サブユニット（ＯＡＳＵ）であり；ディスクが少なくとも２つの環を含む縮合
環構造を有する光学的異方性サブユニット（ＯＡＳＵ）であり、該ディスクが少なくとも
１つの共有結合を介して該共重合体骨格に直接結合する）
　を含み、
　該共重合体の該負セグメントの複屈折が、Ｒ／Ｄ＞約２．７となるようにディスクを選
択することによって制御され、Ｒは、該少なくとも１つの共有結合のベクトル和の方向に
直角方向の該ディスクの最大寸法を表し、Ｄは、ディスク及びＲ6の結合点間の該共重合
体骨格に沿った距離を表し、
　該ディスクの選択が該共重合体骨格の剛直性、及び長距離の直鎖らせん形状に影響して
、該ディスクの平均配向が該共重合体骨格に直角となり、該ディスクの垂直度が高いほど
該ポリマーセグメントの該負セグメントの複屈折の値が大きくなる］；並びに
　（ｂ）基板上への溶液流延、一軸延伸加工、二軸延伸加工、またはそれらの組み合わせ
によって、制御された負セグメントの複屈折（Δｎs）を有する該共重合体を加工するこ
と
　（該共重合体が負セグメントの秩序パラメーター（Ｏs）を有し、且つ該共重合体フィ
ルムが関係式Δｎ＝Δｎs×Ｏs＞０を満たす正の複屈折（Δｎ）を有する）
　を含む、液晶ディスプレイ用補償フィルムの正の複屈折の制御方法。
【請求項１０】
　液晶ディスプレイ用補償フィルムの正の複屈折を制御する方法であって：
　（ａ）制御された負セグメントの複屈折を有する共重合体を選択すること、
　［該共重合体が部分構造：

【化６】

　（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ7はそれぞれ独立して水素原子、アルキル基、
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置換アルキル基またはハロゲンであり；Ｒ6が水素原子、アルキル、置換アルキル、ハロ
ゲン、エステル、アミド、ケトン、エーテル、シアノ、フェニル、エポキシ、ウレタン、
ウレア、またはエチレン系不飽和モノマーの残部の骨格に直接結合した光学的異方性サブ
ユニット（ＯＡＳＵ）であり；メソゲンが、少なくとも１つの共有結合を介して該ポリマ
ー骨格に直接結合したロッド状の光学的異方性サブユニット（ＯＡＳＵ）である）
　を含み、
　該共重合体の該負セグメントの複屈折が、Ｒ／Ｄ＞約２．７となるようにメソゲンを選
択することによって制御され、Ｒは、該少なくとも１つの共有結合のベクトル和の方向に
直角方向の該メソゲンの最大寸法を表し、Ｄは、メソゲン及びＲ6の結合点間の該共重合
体骨格に沿った距離を表し、
　該メソゲンの選択が該共重合体骨格の剛直性及び長距離の直鎖らせん形状に影響して、
該メソゲンの平均配向が該共重合体骨格に直角となり、該メソゲンの垂直度が高いほど該
共重合体セグメントの該負セグメントの複屈折の値が大きくなる］；並びに
　（ｂ）基板上への溶液流延、一軸延伸加工、二軸延伸加工、またはそれらの組み合わせ
によって、制御された負セグメントの複屈折（Δｎs）を有する該共重合体を加工するこ
と、
　（該共重合体が負セグメントの秩序パラメーター（Ｏs）を有し、且つ該共重合体フィ
ルムが関係式Δｎ＝Δｎs×Ｏs＞０を満たす正の複屈折（Δｎ）を有する）
　を含む、液晶ディスプレイ用補償フィルムの正の複屈折の制御方法。
【請求項１１】
　液晶ディスプレイ用補償フィルムの正の複屈折を制御する方法であって：
　（ａ）制御された負セグメントの複屈折を有するポリマーを選択すること、
　（該ポリマーが、ポリマー骨格、及び芳香環と該芳香環に結合した少なくとも１つの複
屈折改良置換基（ＢＥＳ）とを含む光安定性の光学的異方性サブユニット（ＯＡＳＵ）、
を有するポリマーセグメントを含み；
　Ａｒ－ＢＥＳが少なくとも１つの共有結合を介して該ポリマー骨格に直接結合し、
　該ポリマーの該負セグメントの複屈折が、Ｒ／Ｄが少なくとも約２．６であるようにＡ
ｒ－ＢＥＳを選択することによって制御され、Ｒは、該少なくとも１つの共有結合のベク
トル和の方向に直角方向の該Ａｒ－ＢＥＳの最大寸法を表し、Ｄは、２つの隣り合ったＡ
ｒ－ＢＥＳの結合点間の該ポリマー骨格に沿った距離を表し、
　該Ａｒ－ＢＥＳの選択が該ポリマー骨格の剛直性及び長距離の直鎖らせん形状に影響し
て、Ａｒ－ＢＥＳの平均配向が該ポリマー骨格に直角となり、Ａｒ－ＢＥＳの垂直度が高
いほど該ポリマーの該負セグメントの複屈折の値が大きくなる）；並びに
　（ｂ）基板上への溶液流延、一軸延伸加工、二軸延伸加工、またはそれらの組み合わせ
によって、制御された負セグメントの複屈折（Δｎs）を有する該ポリマーを加工するこ
と、
　（該ポリマーが負セグメントの秩序パラメーター（Ｏs）を有し、且つ該ポリマーフィ
ルムが関係式Δｎ＝Δｎs×Ｏs＞０を満たす正の複屈折（Δｎ）を有する）
　を含む、液晶ディスプレイ用補償フィルムの正の複屈折の制御方法。
【請求項１２】
　該ポリマーが部分構造：
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【化７】

　（式中、Ｒ1、Ｒ2及びＲ3がそれぞれ独立して水素原子、アルキル基、置換アルキル基
、またはハロゲンであり；Ａｒが芳香環であり；ＢＥＳが少なくとも１つの複屈折強化置
換基である）を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　該ＢＥＳが、ニトロ－、ブロモ－、ヨード、シアノ－及びフェニル－からなる群から選
択される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　該芳香環が、ベンゼン、ビフェニル、ナフタレン、アントラセン、フェナントレン、ナ
フタセン、ペンタセン、及びトリフェニルからなる群から選択される、請求項１２に記載
の方法。
【請求項１５】
　液晶ディスプレイ用補償フィルムの正の複屈折を制御する方法であって：
　（ａ）制御された負セグメントの複屈折を有する共重合体を選択すること、
　［該共重合体が部分構造：

【化８】

　（式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5及びＲ7がそれぞれ独立して水素原子、アルキル基、
置換アルキル基またはハロゲンであり；Ｒ6が水素原子、アルキル、置換アルキル、ハロ
ゲン、エステル、アミド、ケトン、エーテル、シアノ、フェニル、エポキシ、ウレタン、
ウレア、またはエチレン系不飽和モノマーの残部の骨格に直接結合した光学的異方性サブ
ユニット（ＯＡＳＵ）であり；Ａｒ－ＢＥＳが、少なくとも１つの複屈折強化置換基（Ｂ
ＥＳ）で置換された芳香環（Ａｒ）であり、Ａｒ－ＢＥＳは少なくとも１つの共有結合を
介して該ポリマー骨格に直接結合する）
　を含み、
　該共重合体の該負セグメントの複屈折が、Ｒ／Ｄが少なくとも約２．６であるようにＡ
ｒ－ＢＥＳを選択することによって制御され、Ｒは、該少なくとも１つの共有結合のベク
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トル和の方向に直角方向の該Ａｒ－ＢＥＳの最大寸法を表し、Ｄは、Ａｒ－ＢＥＳ及びＲ
6の結合点間の該共重合体骨格に沿った距離を表し、
　該Ａｒ－ＢＥＳの選択が該共重合体骨格の剛直性及び長距離の直鎖らせん形状に影響し
て、該Ａｒ－ＢＥＳの平均配向が該共重合体骨格に直角となり、該Ａｒ－ＢＥＳの垂直度
が高いほど該共重合体の該負セグメントの複屈折の値が大きくなる］；並びに
　（ｂ）基板上への溶液流延、一軸延伸加工、二軸延伸加工、またはそれらの組み合わせ
によって、制御された負セグメントの複屈折（Δｎs）を有する該共重合体を加工するこ
と、
　（該共重合体が負セグメントの秩序パラメーター（Ｏs）を有し、且つ該共重合体フィ
ルムが関係式Δｎ＝Δｎs×Ｏs＞０を満たす正の複屈折（Δｎ）を有する）
　を含む、液晶ディスプレイ用補償フィルムの正の複屈折の制御方法。
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